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近
年
の
町
の
バ
ス
交
通
は
、
利
用
者
の
減
少
や
路
線
バ
ス
を
維
持
す
る
た
め
の

運
行
維
持
対
策
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
規
制
緩
和
に
よ
る
乗
合
バ
ス
事
業
の
自
由
化
や
統
合
中
学
校

開
校
な
ど
の
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
町
の
地
域
性
に
あ
っ
た
バ
ス
交
通
体
系
の

整
備
確
立
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
状
を
分
析
し
総
合
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
将

来
の
バ
ス
交
通
体
系
を
見
通
し
た
、
町
独
自
の
新
し
い
バ
ス
交
通
体
系
の
整
備
を

図
り
、
四
月

一
日
か
ら
町
民
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
交
通
の

現
状
と
課
題

現
在
　
＋
活
路
線
バ
ス
は
会
汁
乗
合
自
動
車

が
野
沢
駅
か
ら
町
内
の
各
地
に
向
か
っ
て
運
行

す
る
■
略
線
Ｌ
会
汁
坂
■
町
を
経
て
会
汗
‘
Ｉ

市
に
運
行
す
る

一
路
線
の
計
六
路
線
が
あ
り
ま

す
　
し
か
し
　
自
家
用
車
の
普
及
や
人
口
の
減

少
な
ど
か
ら
利
用
者
が
減
少
す
る

一
方
で
　
町

の
負
担
す
る
路
練
バ
ス
運
行
推
持
■
策
貨
は
年

々
増
え
社
け
て
き
ま
し
た
．

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
　
各
小
中
学
校

へ
の
通
距
離
通
学
区
城
で
　
路
線
バ
ス
な
ど
の

交
通
■
段
が
な
い
区
■
の
児
童
生
徒
の
た
め
に

ｔ
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
連
行
し
て
い
ま
す

ま
た
　
今
年

一月
か
ら
の
規
制

，
和
に
よ
る

■
合
バ
ス
事
業
の
自
由
化
や
　
四
月
か
ら
の
統

合
中
学
校
の
開
校
な
ど
の
情
勢
の
変
化
も
あ
り

町
の
地
域
性
に
あ

っ
た
バ
ス
交
通
体
系
の
整
備

確
十
が
課
題
Ｌ
な
り
ま
し
た

）

バ
ス
交
通
体
系
整
備
の
経
過

平
成
１０
年

６
月
　
町
議
会
バ
ス
交
通
対
策
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
に
よ
る
調

査
報
告

西
会
津
町
バ
ス
交
通
体
系
整
備

検
討
会
議
設
置
要
綱
の
公
布

８
月
　
第

一
回
バ
ス
交
通
体
系
準
備
検

討
会
議

（町
の
パ
ス
交
通
の
現

状
と
バ
ス
交
通
体
系
整
備
の
基

本
的
な
方
向
に
つ
い
て
）

９
月
　
会
津
バ
ス
路
線
別
実
態
調
査

‐３
年１

月
　
第

一回
バ
ス
交
通
体
系
整
備
検

討
会
議

（新
し
い
町
の
バ
ス
交

通
体
系
に
つ
い
て
）

第
二
回
バ
ス
交
通
体
系
整
備
検

討
会
議

（運
賃
及
び
ダ
イ
ヤ
に

つ
い
て
）

６
月
　
議
員
全
員
協
議
会

（新
し
い
バ

ス
交
通
体
系
に
つ
い
て
の
説
明
）
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レッツゴーを合言葉に、みんなで学校に

職場に、そして町内の各地域にバスを利用し

て出かけよう

の
コ
ン
セ
プ
ト

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
　
現
状
を
分
析
し

利
便
性
や
安
全
性
　
財
政
面
な
ど
に
つ
い
て
総

合
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
　
将
来
の
バ
ス
交

通
休
系
を
見
通
し
た
　
町
独
自
の
新
し
い
バ
ス

交
通
体
系
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

そ
し
て
　
こ
の
新
し
い
バ
ス
交
通
体
系
整
備

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
次
の
■
つ
と
し
ま
し
た
．

¨
町
民
に
愛
さ
れ
、
日
常
生
活
に
お
け
る
町
民

の
足
と
し
て
気
軽
に
利
用
で
き
る
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築

●
高
齢
者
等
交
通
弱
者
の
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る

０
地
域
間
交
流
の
促
進
と
地
域
格
差
の
解
消
を

図
る

）

●
町
内
の
公
共
施
設

（診
療
所
、
温
泉
健
康
保

養
施
設
、
さ
ゆ
り
公
園
、
統
合
中
学
校
等
）

の
利
用
促
進
を
図
る

０
バ
ス
利
用
者
の
負
担
軽
減
と
利
用
増
進
を
図

る
た
め
バ
ス
の
料
金
体
系
を
低
料
金
に
設
定

す

る

幹
線
と
枝
線
で
運
行

コ
ン
セ
ブ
ト
を
踏
ま
え
　
路
線
バ
ス
に
つ
い

て
は
幹
線
と
し
て
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
生
活
路

諄
バ
ス
の
複
合
型
へ
の
移
行
に
よ
り
維
持
し

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
は
枝
線
と
し
て
　
現

在
の
運
行
を
活
用
し
　

，
民
混
乗
と
日
中
の
拡

大
運
行
を
行
う
方
式
で
運
行
し
　
こ
れ
ら
を
組

み
合
わ
せ
た

一西
会
津
方
式
の
バ
ス
交
通
休
系
」

と
し
て
確
ｉ
し
　
多
く
の
町
民
の
方
々
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
　
町
の
活
発
な
人
の
流
れ
と
町

全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す

（瘍製
運行形能〔

●
、

．

事
業
主
体
は
町
に
な
り
ま
す
．

幹
線
に
つ
い
て
は
町
所
有
車
両
を
使
用
し

安
全
か
つ
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
バ
ス
事
業
者
に
運
行
業
務
を
委
託
し
ま
す
．

な
お
、
性
線
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
に
つ

い
て
は
現
行
の
と
お
り
継
続
し
ま
す
．

）

幹
線

（路
線
バ
ス
）

四
月
に
開
校
す
る
統
合
中
学
校
生
徒
の
登
下

校
及
び
部
活
動
■
従
の
送
迎
に
対
応
す
る
た
め

朝
ク
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
ロ
中
は
生
活
路
線
バ

ス
と
す
る
悔
合
型
と
し
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
は

一
般
住
民
か
況
来
で
き
る
よ
う
に
し
　
日
常
生

活
の
足
と
し
て
運
行
し
ま
す

ま
た
　
新
規
に
野
沢
及
び
尾
野
木
地
区
＝
辺

を
回
る
循
環
バ
ス
の
運
行
を
行
い
　
こ
れ
ま
で

バ
ス
路
線
の
無
か
っ
た
地
域
住
民
の
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
．

枝
線

（ス
ク
ー
ル
バ
ス
）

現
在
運
行
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
　
般

住
民
か
浣
乗
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に

週
　
ロ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
日
中
運
行
を
行

い
　
こ
れ
ま
で
バ
ス
路
線
の
無
か
っ
た
地
域
住

民
の
利
便
性
の
向
卜
を
図
り
ま
す
．

ま
た
　
幹
線
と
組
み
合
わ
せ
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
接
続
し
　
よ
り
利
用
し
や
す
い
町
民
バ

ス
と
し
ま
す
。

複合型パス運行のイメージ
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(下 I・・ )

0ス クー リしバ ス

(苦F活下校)

８
月
　
町
民
バ
ス
愛
称
　
デ
ザ
イ
ン
募

集
開
始

０
月
　
町
民
バ
ス
運
行
条
例
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
住
民
利
用
に
関
す
る

条
例
の
議
決

１０
月
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
住
民
利
用
承
認

中
請

（技
線
分
）

■
月
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
住
民
利
用
の
文

部
科
学
大
Ｌ
承
認

（枝
線
分
）

・２
月
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
住
民
利
用
承
認

中
請

（幹
線
分
）

ス
ク
ー
ル
バ
ス
住
民
利
用
の
文

部
科
学
大
臣
承
認

（幹
線
分
）

‐４
年１

月
　
自
家
川
自
動
車
に
よ
る
有
償
運

送
許
可
中
請

（枝
線
分
）

第
四
回
バ
ス
交
通
休
系
整
備
検

討
会
議

（町
民
バ
ス
の
愛
称

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
日
中
進
行
に
つ
い
て
）

２
月
　
自
治
区
長
説
明
会

◎



100円 区間
 li

通  通 券
学  動

新
し
い
バ
ス
交
通
体
系
が
確
立
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
　
現
在
会
津
乗
合
自
動
車
で
運
行
し
て

い
る
ＩＩ
内
■
路
線
と
会
津
若
松
線
の
計
六
路
線

は
二
月
い
っ
ば
い
で
廃
上
に
な
り
、
か
わ

っ
て

町
民
バ
ス

「
Ｌ

ｅ
，
　
ｓ
　
Ｇ

ｏ
　
ン
ャ
ト
ル
」

が
　
幹
線
に
つ
い
て
は
四
月

一
日
か
ら
　
枝
線

に
つ
い
て
は
四
月
八
日
か
ら
運
行
を
開
始
し
ま

す
。

と
も
に
　
バ
ス
交
通
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
　
さ
ら
に
地
域
格
羊
の
解
消
と
地
域
間
交
流

の
促
進
を
図
る
た
め
　
低
料
金
で
分
か
り
や
す

い
料
金
体
系
に
し
ま
し
た
。

大
入

（中
学
生
以
上
）
の
運
賃

０
概
ね
＋
血
ま
で
　
　
　
　
　
一
●
●
円

０
概
ね
＋
ｍ
以
上
　
　
　
　
　
一
Ｆ
●
）
円

０
野
沢
尾
野
本
術
環
線
　
　
　
一
●
●
円

＊
同
　
地
区
内
は
、　
一
回
の
利
用
に
つ
き
　
律

一
●
●
円
に
な
り
ま
す
．

＊
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
利
―ｌｌ
す
る
中
学
生
は

無
料
で
す
．

子
供

（小
学
生
）
の
運
賃

Ｃ
大
人
運
賃
の
半
額

ネ
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
利
用
す
る
小
学
生
は

無
料
で
す

幼
児

（就
学
前
の
者
）
の
運
賃

０
無
料

回
数
券五

●
円
券
十
　
枚
組

一
●
●
円
券
十

一
枚
組

　

一

二
●
●
円
券
＋

一
枚
組

　

一

運
賃
の
免
除

り
鍬
江
常
当
す
る
方
の
運
賃
は
全
額
免
除
に
な

④

Ｏ
町
内
の
七
十
歳
以
Ｌ
の
者

０
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

０
療
育
子
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
千
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者

０
０
，
０
の
者
の
介
護
者

●
せ
ょ

四
月

運 ―
行 日
開 か
始 ら

バ
ス
運
賃

通
勤

通
学

．
力

月

三

カ

月

一
カ

月

一
カ

月

　

一

■
●
●
円

●
●
●
円

●
●
●
円

二
■
●
円

九
●
●
円

六
●
●
円

二
●
●
円

四
●
ｆｌ
円

人
●
●
円

一́
）
）^
‐‐―同

円
ｔ
ｔ
円

四(:)三

晰●

●

．

バ
ス
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
　
町
民
だ

れ
も
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
と

一
カ
月
　
　
人
、

一
カ
月

　
一
〓
一
、

一
カ
月
　
　
七

一
万

月
　
一
〓
一

新
し
い
町
民
バ
ス
の
連
行
●
イ
ヤ
や
各
区
間

ご
と
の
料
金
な
ど
に
つ
い
て
は
　
後
国
各
世
帯

ヘ
チ
ラ
ン
を
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で
　
そ
ち

ら
を
ご
覧
の
う
え
確
認
し
て
く
だ
さ
い
．

【問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課
企
画
班
　
一
４５
‐
４
５
３
６

町民バス運行路線

★幹線

極入新郷線

西会,1中学校～野沢駅前～
「 野Ft～樟山

～向原～新口f～極入

高陽根線

西会津中学校―野沢り(前―■町尻―徳沢

～下松～fl町～ ノ沢

極入線

徳沢～下松～新町～
lJ‐ 人

徳沢線

野沢駅前～上野rL～ 徳沢

高目線

西会,半 中学校～響F沢り(前～ 卜響FFt～樟山

～高日

大久保線

西会

'■

1″■校～野沢駅前～原町～大久保

黒沢線

西会津中学1交 ―野沢駅前～本口]～黒沢

野沢尾野本循環線

野沢駅 ti～西会津言,療所～さり)り が

“

―

■小島～松尾―本口1-野沢駅 it

(芝草 |」 り 本町回りの 2通 りの回りが

あります)

★枝線

基本的に現在 スクールバスが運行 してい

る路線です.

極人～中‖J

小綱木―中Hl

松峯～中町

熊沢～
「 野Ft

高日―樟

人重待～樟山

滝坂～樟

縄沢～森野

尾登～森野

軽沢～長桜～森11-野沢り(

安座～野沢駅～西会津中学校

戸中―FF沢駅～西会

'I中

学校
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『デイサービスセンター』

『生 活 支 援 ハ ウ ス』

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン

『痴果性高齢者グループホーム』

1階がデイサービスセンター、 2階が生活支援ハウスです。

´1,__´
´ ~~

町
で
は
保
健
　
医
療
　
福
社
の
事
業
を
総
合

的
に
進
め
る
た
め
　
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
拠
点
と

な
る
介
護
者
人
保
健
施
設

「憩
の
森
」
や
特
別

養
誰
老
人
ホ
ー
ム

「さ
ゆ
り
の
回
」
　

介
誰
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
．

こ
れ
ら
の
施
設
に
加
え

　

『デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」

『生
活
支
援

ハ
ウ
ス
」

一痴
呆
性

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ボ
ー
ム
」
の

一
施
設
が
完
成

し
ま
し
た
。
現
在
　
町
で
は
事
業
開
始
に
向
け

て
の
準
備
を
進
め
て
お
り
　
こ
り

一施
設
が
オ

口”」け“に一鼻は「」櫨缶『綺副」臨
・卿

な
り
ま
す
．

ま
た
　
こ
２

一施
設
の
整
備
は
　
同
と
県
の

補
助
を
一受
け
て
整
備
し
　
補
助
の
残
り
の
ほ
と

ん
と
に
つ
い
て
は
　
元
利
債
還
金
の
百
■
が
地

方
交
付
税
と
し
て
町

へ
交
付
さ
れ
る
補
正
予
算

債
を
充
当
し
た
こ
と
で
　
町
の
負
担
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

ポ̈
″
作
卜
％

計
」卜
´
″

一
”

●
た

，
　

′

′

一」
酔
鰯

．■

高脚
雄

計
鰍
蹴
ヵ

″
雛

磁
”

針
筋

コ
ン
ク
リ
ー

ト

一階
建
て
の
建
物

の
　
階
が
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
す

こ
の
施
設
は

一
日

に
最
大
三
十
人
ま
で

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
刊

用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
．

こ
の
施
設
を
利
用

で
き
る
方
は
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方

で
　
こ
れ
ま
で
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
と
同
じ
介
誰
サ
ー

ビ
ス
´
受

け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
．

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

一
日
二
十
人
ま
で
利
用
で
き
る
広
い
デ
イ
ル
ー
ム

）



生
活
支
援
ハ
ウ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

一階
が
生
活
支

援

ハ
ウ
ス
で
す

こ
の
施
設
に
人
所
で
き
る
方
は
　
原
則
と
し

て
六
Ｆ
歳
以
上
の
　
人
落
ら
し
の
方
　
夫
婦
の

み
の
世
帯
の
方
　
家
族
の
援
助
を
受
け
る
こ
と

が
難
し
い
方
で
　
高
品
な
ど
の
理
由
で
独
●
し

て
生
活
す
る
こ
Ｌ
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
に

な
り
ま
す
．

利
用
定
Ｈ
は
■
―ＩЧ
人
で
　

一
人
部
屋
か
Ｌ
部

屋
　
一
一人
部
屋
が
　
部
屋
の
計
卜
二
部
屋
に
な

り
　
入
所
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で

，
■
な
ど

の
家
事
を
行

っ
て
　
自
」ｔ
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
に
な
り
ま
す
．

FiI
ll:■1 -

こ
の
施
設
に
は
生
活
援
助
員
が
配
置
さ
れ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
員
の
協
力

を
得
な
か
ら
人
所
さ
れ
た
方

の
ｔ

，‐
１
援
助
を
行

い
ま
す

．
ま
た
　
各
部
屋
に
は
電
磁
調
理
器
が

備
え
ら
れ
　
安
全
に
調
理
を
す
る
こ
Ｌ
が
で
き

ま
すさ

ら
に
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
■
活

支
援

ハ
ウ
ス
の

．施
設
は
　
さ
ゆ
り
の
日
と
渡

り
廊
卜
で
結
ば
れ
て
お
り
　
紫
急
時
の
対
応
も

速
や
か
に
一●
う
こ
と
が
で
き
ま
す

痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

各部屋で自立した生活を送 ります
1階のデイサービスセンターとは

エレベーターでも行き来できます

グ
ル
Ｌ
′
ホ
ー
ム
は
木
造
平
屋
建
て
の
施
設

で

　

一
の
ィ
み

一
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た

こ
の
施
設
の
利
用
ｔ
員
は
九
人

（―し
部
屋
）

で
す
　
利
用
で
き
る
方
は
軽

い
痴
果
を
も

っ
た

高
品
吉
で
　
↑
護
記
ｔ
を
受
け
て
い
る
方
に
な

り
ま
す

こ
の
施
設
は
■
い
を
含
め
た
人
き
な
家
族
と

し
て
　
ｉ
ｔ
に
近

い
Ｉ
円
気
の
中
で
集
団
■
活

を
首
む
こ
と
に
よ
り

「
果
の
進
行
を
振
や
か

に
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
　
・人
所
者
は
各
自
の

部
屋
で
生
活
し
ま
す
が
　
職
員
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
食
事
の
準
備
や
洗
濯
な
ど
″
一共
同
で
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
．

こ
れ
ら
二
施
設
の
管
理
運
営
は
　
に
し
あ
い

つ
福
社
会

へ
委
託
す
る
予
定
で
す
．
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
は
　
在
ｔ
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
が
問
い
合
わ
せ
の
窓
――
に
な
り

ま
す
．

【問
い
合
わ
せ
先
】

在
ｔ
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー一

“
１
２
６
８
８

健
康
福
祉
課
福
祉
係
　
一
“

１
２
２
１
４

西会津診療所

老
健

「憩
の
森
」

2階 生活支援′ヽウス

]階 デイ■ビスセカ

特養「さゆりの園J

位置図

みんなで食事をする食堂です

⑫



ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
に
続
い
て

町
と
に
し
あ
い
づ
福
社
会
で
は
、

老
人
福
祉
施
設

へ
の
セ
ラ
ピ
ー
導
入

第
二
弾
と
し
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を

導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

犬
や
熱
帯
魚
の
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ビ

ー
に
つ
づ
き
、
施
設
利
用
者
の
心
身

の
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
を
図
り
、
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

老人福祉施設に

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
を
導
入

香
り
の
療
法

″
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
″

ア
ロ
マ
セ
ラ
ビ
ー
と
は
　
ハ
ー
ブ
や
果
物
な

ど
の
植
物
か
ら
‐――‐
出
し
た
精
――――

（
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
■
オ
イ
ル
）
を
使

っ
て
脳
を
刺
激
し
　
心
や

身
体
の
健
康
、つ
く
り
に
い
か
そ
う
と
い
う
香
り

の
療
法
で
す
．

ア
ロ
マ
セ
ラ
ビ
ー
は
椰
物
か
ら
抽
―――
し
た
精

油
を
用
い
る
も
の
で
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前

物
が
も
つ
薬
用
に
よ

っ
て
効
果
が
違

っ
て
き
ま

す
．　
一
般
に
用
い
ら
れ
る
用
途
と
し
て
は
　

，１１１１

身
体
の
不
調
の
経
和
　
●
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の

任
和
　
〓
環
境
改
善
　
■
■
容
な
ど
が
上
げ
ら

れ
ま
す

記
念
講
演
会
を
開
催

町
と
に
し
あ
い
づ
福
社
会
で
は
　
ア
ロ
マ
セ

ラ
ヒ
ー
の
導
入
を
記
念
し
　
町
民
の
み
な
さ
ん

に
も
広
く
ア
ロ
マ
セ
ラ
ビ
ー
を
理
解
し
て
楽
し

ん
で
も
ら
う
た
め
　
　
月
二
十
七
日
に
公
民
館

で
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
し
た

化
み
と
り
研
究
所
に
す
の
鈴
木
忍
先
生
に
よ

る
講
演
は

一番
の
■
法

″
ア
ロ
マ
セ
ラ
ビ
ー
″

の
楽
し
み
方
」
と
題
し
て
行
わ
れ
　
ア
ロ
マ
セ

）

７
ビ
ー
に
よ
る
心
や
身
体
へ
の
効
果
に
つ
い
て

器
具
を
使

っ
て
部
屋
に
香
り
を
漂
わ
せ
る
″
法

や
入
浴
に
利
用
す
る
方
法
な
ど
　
暮
ら
し
に
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
な
ど

を
話
さ
れ
ま
し
た
．

ま
た
　
会
場
に
実
際
に
カ
モ
マ
イ
ル
の
香
り

を
漂
わ
せ
た
り
　
精
――――
を
使

っ
た
マ
．
サ
ー
ジ

の
説
明
で
は
実
演
を
行

っ
た
り
と
　
実
際
に
ア

ロ
マ
セ
ラ
ビ
ー
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
　
会

場
を
訪
れ

た
み
な
さ

ん
は
　

ス́

ｒ
に
楽
し

み
な
か
ら

理
解
を
深

め
て
い
ま

し
た

念 講 演 モ

アロマセラピーの効果
①心身への作用

☆鎮静作用 神経系を鎮静し 心身をリラックスさ
せます.

☆鎮痛作用 各種の●Hみを和らげます.

☆消化 食欲増進作用 胃腸の消化活動を高めたり

食欲を増進します。

☆ホルモン調節作用 ホルモンの分泌を調整します。
☆刺激作用 心身の活動を刺激し 高めます。

★強壮作用 身llの 各苦「や全身の動きを活性化し強
化します.

★免疫強化作用 免度力を高めます.

★利尿作用 尿の排泄を促進します.

●皮膚への作用

★収れん作用 皮膚を引き締めます.

☆保湿作用 皮膚にうるおいを与え、乾燥を防ぎま

す.

0細菌やウイルスなとに対する作用

☆殺画作用 バクテリアなどの高を殺します。

★抗菌作用 細菌の増FIHを
lllえ ます.

☆抗真菌作用 真菌 (カ ビ)の増殖を押えます。

★抗ウイルス作用 ウイ,レ スの増殖を引!え ます.

☆殺虫 虫よけ作用 虫を投したり よけたりしま

す.

ようこそモモちゃん
と人福祉施設には これまで熱帯魚と伴f呂動

ll」 である人によるアニマルセラピーを導入 して
おり、施設利

'日

者にも
｀
■表情だったお年寄り

が声を‖|し て実うようになった
″ ｀

怒 り気|ネの

方が人にふれあうことにより明るくなった
″

｀
表情が豊かになり 会話も増えた

″
などの効

果がFlれ ています.

このため 1月 24日 に 2,n日 の人を■人しま
した.犬の種チロは 1"日 と同じトイブードル

(メ ス F成 13年 11月 29日 ■)で「モモJと 名
f」 (す られ うし設のみなさんに J■かられていま
1~.

物



すこやかな生活を応

ストレスに負けない体づくりで
元気に過ごそう〃

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
■
業
や
進
学
　
就
職
な

ど
で
、
親
し
い
人
と
の
別
れ
や
新
し
い
人
と
の

出
会

い
が
あ
り
　
＾
′
ま
で
と
は
違

っ
た
環
境
の

中
で
生
活
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
　
そ
れ
に
と

も
な

っ
て
様
々
な
ス
ト
レ
ス
´
一多
く
受
け
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
　
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く

う
え
で
ス
ト
レ
ス
は
地
け
ら
れ
ま
せ
ん
　
正
し

い
対
処
の
仕
方
を
■
●
つ
け
心
の
健
康
．つ
く
り

に
，

め
ま
し
ょ
う

ス
ト
レ
ス
の
原
因
は
３
つ

★
精
神
的
原
因

口
■
の
能
力
や
将
来
に
■
す
る
不
安
　
人
間

関
係
か
ら
く
る
緊
張
　
恐
怖
　
孤
独
感
な
ど

☆
身
体
的
原
因

肉
体
疲
労
　
睡
眠
不
足
　
病
気
キ
ア

，
な
‘

★
環
境
的
原
因

嘔
占
　
温
１■
　
気
贅
の
■
化
　
人
気
汚
■
な

，
」

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と

こ
ん
な
病
気
に

一体
の
病
気
】

◆
心
身
症
　

―
　
心
理
的
な
原
因
で
引
き
起
こ

さ
れ
る
も
の
で
　
ス
ト
レ
ス
性
消
瘍
　
動
脈

使
化
　
心
臓
病
　
せ
ん
そ
く
　
無
月
経
な
ど

【心
の
病
気
】

◆
う
つ
病
　
　
　
心
の
風
邪
と
も
言
わ
れ
　
だ

れ
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
　
気
分

の
落
ち
込
み
が
長
期
に
な
り
　
無
気
力
　
睡

眠
障
害
　
食
欲
不
振
な
ど
を
起
こ
し
ま
す

◆
神
轟
庁

（
フ
イ
ロ
ー
ゼ
）
　
　

　

強
い
不
安

や
呼
吸
困
難
　
′、
一
，
ク
に
陥
―，
無
意
味
な

こ
Ｌ
を
供
り
返
す

ス
ト
レ
ス
対
処
法

す
こ
い
れ
！

記
し
出

⑤
高
い
子

Ｈ
一
Ｌ

一
Ｈ
　
二
茂
児
卜
名
を
対
象
に
健

康
診
査
を
行

っ
た
結
果
　
む
し
歯
の
な
い
子
は

二
名
で
し
た
．

長

い
時
間
食

べ
物
が
――
の
中
に
人

っ
て
い
る

と
０
し
南
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
　
お
祟
子

は
袋
ご
と
与
え
ず

　

一
回
の
Ｌ
を
決
め
　
か
み

ゴ
た
え
の
あ
る
ん
や
つ
を
ヶ
え
ま
し
．一
う
．
そ

し
て
お
や
つ
の

，
で
も
歯
み
が
き
を
行

い
　
■

い
物
を
‐―
の
中
に
代
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

若木美奈ちゃん

(茂次 西林東 )

長谷川竣―くん

(―広 松尾 )

佐藤  輝くん

(玄 森野)

0趣味や旅行で気分転換

熱 できる趣1味

温泉

旅行  など

Cバランスの良い食生活
ストレスに

'1く

,大栄

■素

タンバク質

¬Jタ ミン

ミネラル

,ス トレスと向き合い ま

ず、その原因を突き止め

る

問題を解決する方法を

考え 実行しやすいもの

をやってみる

0適度な運動を続けよう
ス トレッチ

ウォーキンク  など

冬

●十分な睡眠

量より質 スッキリロ

覚めが大tJです

2自分に合つた解消法を見
つける

りっくり入,谷

好きな音楽を聴く
r々き なξり (ア ロマセ
ラビー)

おしゃべり  なと

麒



春本山レース

沖縄県大宜味村の児童生徒かエイサーを披露しました.

を
31
つ

張
る
姿
は

… 瀬 触
迫
カ
満
点

|

香川県寒川町のチームを迎えて熱戦が

繰り広げられました。

まずは豆まきで盛り上がりました。

2月 10日 、冬の恒例行事 f西会津

雪国まつりJ(町ふるさと振興推進委

員会主催)が さゆり公園を会場に行わ

れ、町内外からの大勢の人でにぎわい

ました,

今年も雪灯籠や雪像が立ち並ぶ中、

恒例の「桐ゲタ飛ばし全国大会Jや「国

際雪合戦」、「春木山レースJや「雪

上花火大会Jな どの雪国ならではのイ

ベントに、訪れた人たちは雪と親しみ

ながら楽しんでいました。

輪投lナ六会

オ
ー
フ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（●
は
優
勝
　
０
は
第
二
位
　
）

［敬
称
略
］

◆

雪

灯

籠

コ
ン

ク

ー

ル

《
町
長
賞
》
　
安
座
自
治
区

《
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
て
西
会
津
支
所
長
賞
》

第
八
町
内
会

《森
林
組
合
長
賞
》
　
西
日
精
機

《商
工
会
長
賞
》
　

に
し
あ
い
う
福
社
会
職
員

親
睦
会

《
福
島
民
友
新
聞
社
賞
》
　
Ｌ
野
尻
自
治
区

《
福
島
民
報
社
賞
》
　
第
二
町
内
会

《
優
秀
賞
》
　
第

一
町
内
会
　
牧
自
治
区
　
縄

沢
白
治
区
　
西
会
汗
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

西
会
汁
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（奥
川
地
区
）

◆
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル

《
優
秀
賞
》
　

ア
ー
ト
キ

ッ
ズ
ク
ラ
ブ
　
福
島

県
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
西

会
津
支
部

◆

桐

ゲ

タ

飛
ば

し
全

国

大
会

《小
学
生
男
子
》

●
伊
藤
悠
太
　
０
上
野
朝
章

《小
学
生
女
子
》

●
鈴
木

，
生
　
●
斎
藤
成
手

《中
学
生
男
子
》

●
長
谷
川
脩
女
　
●
藤
原
智
昭



Ｑ

Ｑ

θ

第
１２
回

桐ゲタ飛ばし全回大会

と
な

っ
た
の
か
？

ロ̂

戦

上
小
島
自
治
区
の
協
力
で
行
い
ま
し
た
。

沖縄の子供たちも参加 しました。歳の神

含

般
男
子
》

０
生
江
克
志
　
②
鳴
海
英
樹

全

般
女
子
》

０
小
柳
厚
子
　
０
佐
藤
山
美
子

◆
国
際
雪
合
戦

《
小
学
生
の
部
》

●
尾
野
本
ビ
ク
ト
リ
ー
ズ
　
０
沖
縄
交
流
Ｄ

チ

ー

ム

含

般
の
部
》

●
福
社
会
Ａ
チ
ー
ム
　
０
遠
藤
チ
ー
ム

◆
春
木
山
レ
ー
ス

《
幼
児
の
部
》

①
ロ
ー
ル
バ
ン
ナ
ち
ゃ
ん
　
０
荒
丼
家
チ
ー

′《児
童
　
生
徒

（男
子
）
》

０
西
会
汗
中
学
校
Ｃ
　
０
６
年
生

《
児
童

・
生
徒

（女
子
）
》

Ｃ
め
い
ち
ゃ
ん
　
●
ち
か
ち
ゃ
ん

《
一
般
男
子
》

０
に
し
あ
い
づ
福
社
会
Ａ
　
Ｏ
安
横
連
合

《
一
般
女
子
》

０
に
し
あ
い
づ
福
社
会
Ｂ

ブ
◆
水
中
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

●
キ
ヨ
ん
こ
ク
ラ
ブ

◆
輪
投
げ
大
会

０
屋
敷
　
０
尾
登
Ｂ

《
最
優
秀
選
手
賞
》

斎
藤
知

一

（萱
本
Ａ
）



期待に胸を踊らせて

2月 5日  小学l_6年生と1呆護者への中学校説 IIB会 が統合 学

校で行われました.

この日は‖T内 4つの中学校の合同授業 もイjわ れており その授

業の様『 や学校 llL設 を見学したり、 学校生活rr送 り方などの説

明を聞いたりした子供たちは 4月 からの学校生活に向けて期待

|こ 胸を踊 らせていました.

西
会
津
給
食
セ
ン
タ
ー
が
表
彰

「地
域
に
根
ぎ
し
た
食
生
活
推
進
コ
ン
ク
ー

ル
珈
」
で
西
会
津
給
食
セ
ン
タ
ー
が
優
秀
宙

（農

林
水
産
省
総
合
食
料
局
長
賞
）
を
■́
●
し
ま
し

た
。こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
　
全
国
各
地
域
に
お
け

る
健
全
な
資
牛
活
　
性
物
の
活
用
、
全
文
化
の

＝
承
な
ど
に
貞
献
し
て
い
る
各
分
野
の
事
例
を

公
事
　
順
彰
す
る
も
の
で
　
西
会

，■
給
食
セ
ン

タ
ー
は
　
郷
■
食
を
忠
実
に
伝
承
し
た
い
ア
レ

ン
ジ
し
て
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と

や
地
元
で
載
培
さ
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
な
ど
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
　
町
民
に
も
学
校
給
食
を

体
験
し
て
も
ら

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
て
の
受
首
と
な
り
ま
し
た

CHADIS Chat

ム
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
―

先
月
は

，

ェ
ン
ー
の
国
際
結
婚
に
つ

い
て
の
発
表
を
書
き
ま
し
た
。
今
日
は

結
婚
に
つ
い
て
の
私
の
個
人
的
な
意
見
を
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
．

私
は
カ
ナ
ダ
人
で
す
が
、
カ
ナ
ダ
の
み
ん
な
が

こ
う
い
う
考
え
方
で
は
な
い
し
　
と
て
も
反
対
す

る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
．
本
当
は
こ
の
話
題
に

つ
い
て
言
こ
う
か
込
い
ま
し
た
が
　
私
に
は
大
切

な
話
題
な
の
で
書
き
ま
す
．

ま
ず
　
毎
日
こ
の
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
い
る
人
な

ら
私
の
家
族
の
経
卜
を
知

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
．

私
の
母
は
　
最
初
の
父
と
は
　
緒
に

，
ん
た
こ
と

が
な
く
て
結
婚
を
し
て
　
そ
し
て
離
婚
を
し
ま
し

た
．
そ
の
後
の
母
は
　
２
回
日
の
結
婚
相
手
を
決

め
る
前
に
３
人
の
男
＝
と
そ
れ
ぞ
れ
同
居
を
し
ま

し
た
。
４
は
同
Ｈ
し
て
い
る
間
に
　
そ
の
人
の
性

格
や
子
供
の
扱
い
方
な
ど
の
大
切
な
点
を
直
接
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
同
居
す
る
と
い
う
こ
と

は
隠
し
ｉ
が
で
き
ず
　
一
人
が
合
う
の
か
合
わ
な

い
の
か
と
い
う
こ
と
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

母
の
場
合
は

　

一人
の
人
と
は
合
わ
な
か
っ
た
の

で
別
れ
ま
し
た
。
結
婚
し
て
い
な
い
の
で
　
結
婚

し
て
い
る
よ
り
も
別
れ
る
と
い
う
決
断
は
じ
や
す

い
と
思
い
ま
す
が
　
ど
ん
な
別
れ
で
も
お
互
い
や

家
族
に
と

っ
て
は
つ
ら
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
の
継
父
と
は
５
年
間

．
緒
に
住
み
　
よ

回阻交流員

チャド ウエスト



くり活動

|ら考える健
濫 :西含車町牧青委員会洒会岸̈ T

2月 16日  中嶋常充,L生 を招いての■づくり

から考える健■講演会がい1公 ltlPでイiわ れまし

た.

講演は「ミネラル野市は老化を防ぎ若さを保

つ特効業Jと題して行われ 中嶋先牛は健康な

上の人LTさ と そこから作られる野えを食べる

ことが健康につながること また最近のきれる

子供やアトピーの子供はこういった野菜を食べ

ていないことなどを話され 会場を.lれ たみな

さん まlll味 深く話しを聞いていました.

貴重な文化財を守るため消防訓練

文化則防火デー合同消防訂1練が 1月 2,日 に ド

野Ftの根1■神社で行われ 消防日や女性消防隊 地

`住
民などが参加しました.

ヨllfでは l■民による初期ni火 重要物1.の 搬|‖

訓練や女性消防隊によるrL急手当 消防団と消防署

によな肖人創1練 などが行われ 参力|し たみなさんは

貴重な文化Цオを守るために真剣なまなざして取り組

んでいました.

:il[首 i量 i鼻

●

11■ |

11'1

く
合
う
と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
結
婚
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
が
私
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
　
結
婚

す
る
前
に
　
緒
に
住
ん
だ
方
か
良

い
と
い
う
考
え

方
を
大
き
く
し
ま
し
た
．

私
と
彼
女

（に
子
と

い
う
名
前
で
す
）
は
１
年

前

」̈

緒
に
住
も
う
と
決
心
し
ま
し
た
。
私
は
心

配
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
　
ジ

ェ
シ
ー
と
ビ
ー
タ
ー

は
心
配
し
て
　
職
場
の
人
に
は
言
わ
な
い
方
が
い

い
な
ど
と
き
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
私

も
　
首
に
な
る
か
な
　
嫌
わ
れ
る
か
な
な
ど
と
心

配
し
ま
し
た
が
　
私
は
同
僚
と
深
く
正
直
な
関
係

を
作
つ
た

い
Ｌ
い
う
思

い
が
強
く
　
職
場
の
み
な

さ
ん
に
正
直
に
話
し
ま
し
た
，
そ
れ
で
全
然
問
題

も
な
か

っ
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
．

人
で

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
ま

す
．
毎
日

一
緒
に
職
場
ま
で
ホ

い
た
り
　
お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
に

一
緒
に
で
か
け
た
り
す
る
こ
と
が

多

い
で
す
．
３
月
ｍ
日
に
は
　
緒

に
住
ん
で
か
ら

１
用
■
の
記
念
日
に
な
り
ま
す
．
　
´
い
つ
結
婚
す

る
の
″　
″
結
婚
し
た
方
が
い
い
″
な
ど
と
時
々
言

わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
愛
じ
合

っ
て
い
ま
す
が
ま

だ
結
婚
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
．
今
　
合
う
の
か

合
わ
な
い
の
か
と

い
う
こ
と
を
決
め
る
途
中
で

い
つ
結
論
が
で
る
か
は
は

っ
き
り
言
え
な

い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
．

私
は
み
ん
な
が
結
婚
す
る
前
に
同
居
す
る
べ
き

た
と
は
思

い
ま
せ
ん
．
私
に
と

っ
て
は
同
居
す
る

こ
と
が
　
香
良

い
方
法
だ
と
思
う
が
　
他
の
人
に

と

っ
て
は
違
う
方
法
が
良

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
．

何
か
正
解
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
に
と

っ

て

一
番
良

い
方
法
を
決
め
る
自
由
を
認
め
て
ほ
し

い
も
の
で
す
．

轍



いつてもとこでもだれても

文 化 の な お U

び

ゲーム (レ クリェーション)

(ふ るさと ,́、 れあい教室)

お父さん お母さんとみんなと仲良く

楽しくスイカ割り

(子育て,― クル )

駒止湿原でのハイキング 満開のニッ
コウキツゲを満喫する受講生

(WORKワ ク倶楽部 )

初めて取 り組んだパソコン講座
パソコンに慣れるまで四苦八苦

ボランティアについて学ぶ講座生

(歳百合学園 )

育家 庭

簾
初開催のボートに参加者がいつぱい.

初めてのボートでも上達がはやい

(ス ノーボード教室 )

スポーツ

で

お

茂

生
き
が
い
づ
く
り
を
探
し
て

平
成
１３
年
度
０
ま
と
め

公
民
館
で
は
　
■
き
か
い
つ
く
り
を
求
め
て

い
る
み
な
さ
ん
に
こ
た
え
る
た
め
　
さ
ま
ざ
ま

な
学
習
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
　
年
度
末
の

こ
の
時
川
　
各
学
報
請
事
の
開
識
を
迎
え
て
い

ま
す
．

今
年
度
各
種
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

，

子
供
か
ら
高
肺
者
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
や

分
野
に
お
い
て
ヤ
習
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組

む
方
か
増
え
て
き
て
い
ま
す
　
参
加
さ
れ
た
方

々
か
ら
は

　

‐ム
ん
な
Ｌ

「
者
に
や
れ
て
　
と

で
も
Ｉ
し
か
っ
た

　

「来
年
●
ｔ
続
け
て
や
っ

て
は
し
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
．

社
会
情
勢
が
　
日
●
■
多
様
化
し
て
い
く
な

か
　
■
■
を
と
お
し
て
自
ら
を
高
め
　
充
■
し

た
人
牛
を
お
く
れ
る
よ
う
公
民
館
で
は
　
学
級

請
■
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
　
■
■
ｔ
ｔ
開
講

を
予
定
し
て
ま
す
の
で
　
み
な
さ
ん
の
■
涯
十

習
を
Ｌ
お
し
て
自
分
の
■
き
が

い
つ
く
り
を
探

し
て
み
ま
せ
ん
か

鯰 艦″歓
J恣

1断を レ =鮮|』 ittt
l泊 2日 の宿泊司I練 みんなと楽しく

ク,



体
冑
振
興
功
績
受
自
を
祝
う

日
本
体
育
協
会
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
Ⅲ
彰

を
受
け
た
西
会

，■
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
　
会

汗
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
受
賞
し
た

名
の
祝
賀
会
が
、　
一
月
　
卜
七
日

（Ｈ
）
に
開

か
れ
ま
し
た
．
功
労
■
を
受
賞
さ
れ
た
方
は

会
汗
野
球
連
盟
の
小
柴
和
男
さ
ん
　
会
津
陸
Ｌ

競
技
協
会
の
■
島
汗

一
さ
ん
　
会
津
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
の
清
野
興

一
さ
ん
の
二
名
で
す
．

受
賞
者
か
ら
は

　

『今
回
の
受
Ｉ
は
、
ス
ポ

ー
ツ
事
業
を
す
る
Ｌ
で
　
町
な
ら
び
に
協
会
員

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
　
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
　
町
の
た
め
体
育

振
興
に
真
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
　
一

と
の
　
感
想
が
あ
り
ま
し
た

祝
賀
会
は
　
盛
人
に
行
わ
れ
町
ス
ポ
ー
ツ
の

公
民
館
図
書
室
よ
り

平
成
卜
四
年
四
月
よ
り
　
統
合
西
会
津
中
学

校
図
書
館
で
の
図
書
の
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
．

こ
れ
に
伴
い
、
公
民
館
図
書
室
で
の
貸
出
し
は

現
在
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
．
な
お
　
図
書
の
整

理
を
す
る
都
合
Ｌ
　
本
の
返
却
を
お
ね
が
い
し

て
お
り
ま
す
．
な
お
　
現
在
借
つ
て
い
る
本
で

期
間
の
過
ぎ
た
　
ま
た
　
読
み
終
え
た
本
は

忘
れ
ず
に
図
書
室
の
返
本
カ
ゴ
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
．

な
お
　
図
書
の
０
（出
に
つ
い
て
は
　
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
．
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

町
公
民
館
に
お
問
合
せ
く
た
さ
い
．

※スイミング教イについて|ま  7-ルⅢ用卜|と して4001が必要です
※この数■ 識習会を受話されたい方よ II会沖スポーツクラブにお

11し 込みくたさ:、 くわしくま ●会津町公民11 体市FF,l rF(電

話45-32■ )へ お円い0わ t・ ください

う扁 曇

左から豊島洋一さん 小柴和男さん 清野興―さん

F閻 景
ら

|五」 F

西会津スポーツクラブ3月 の教室案 内
教|: 証‖
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石
川
栄
光

（木
町
）
と
い
う
方
の
記
述
が
あ
る
　
　
そ
れ
な
ら
そ
の
よ
う
に
な
ぜ
書
か
な
い
の
が
そ

一

こ
が
暖
味
で
あ
る
　
ネ
町
同
■
の
嗜
嘩
た
っ
た

ヽ

た
め
に
そ
こ
を
洲
し
た
の
か
　
遍
＝
十
の
訴
状

一

は
こ
う
述
べ
て
い
る
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

原
町
に
て
は
例
年
の
通
り
市
神
祭
つ
か
ま
つ

一

り
候
ゆ
え
何
事
も
ご
ぎ
な
く
候
え
と
し
　
本

一

町
に
て
は
喧
Ｌ
な
ど
も
こ
れ
あ
り
　
す
で
に

，

命
に
も
＝
懸
り
候
な
ど
の
風
間
も
相
閲
こ

¨

え
　
な
お
側
年
の
通
り
市
沖
法
楽
地
祭
つ
か

¨

ま
つ
り
候
は
ば
市
神
の
市
得
を
も

っ
て
■
様

一

の
儀
あ
る
ま
し
く
Ｌ
存
じ
ら
れ
候
　
　
　
　
一

つ
ま
り
　
本
町
内
部
の
嗜
叶
で
あ
る
こ
と
■
一
一

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
　
そ
れ
で
　
こ
の
文
面

一

を
■
測
す
る
と
　
こ
の
暗
叶
〓
右
の
訴
状
が
提

一

出
さ
れ
た
弘
化
四
■
一　
■
Ш
！

正
月
の
前
年
の

一

事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
，
そ
し
て
そ
れ
は
　
何

一

か
市
祭
り
に
関
係
す
る
事
で
本
町
の
■
〓
た
ち

¨

に
い
ぎ
こ
と
が
あ
り
　
そ
れ
て
死
イ
ま
で
も
出

一

る
不
■
事
と
な

っ
た
た
め
に

，
役
人
が
市
祭
り

一

の
中
止
を
決
定
し
て
　
報
行
者
で
あ
る
遍
照
寺

一

に
そ
の
旨
を
通
告
し
た
Ｌ
い
う
十
だ
と
思
う
．　
一

し
か
し
　
そ
れ
は
そ
れ
で
分
か
る
Ｌ
し
て
も

ヽ

分
か
ら
な
い
の
は
　
そ
の
あ
と
本
町
役
人
が
採

一

っ
た
同
十
に
対
す
る
強
”
措
置
で
あ
る
　
す
な

」

わ
ち
同
十
の
市
神
を
諏
訪
神
社
に
移
し
　
御
札

一

の
配
布
を
断

っ
た
■
で
あ
る
。
　

（？
つ
く
二

米
俵
引
　
会
汁
侵
　
百
姓
共
の
精
神
鍛
練
の

た
め
旧
正
月
卜
　
目
に
本
町
と
原
町
に
分
け

て
俵
引
き
を
行
い
　
い
つ
も
原
町
か
勝

っ
て

い
た
が
石
川
栄
吉
肝
煎
の
際
　
始
め
て
木
町

が
愕
ち
　
続

い
て
■
年
に
は
一
名
の
死
者
を

生
し
た
り
、
こ
れ
よ
り
俵
引
■
正
と
な
る

こ
の
佐
引
き
の
行

，
を

，会
津
仕
　
百
■
共

の
精
神
架
練
の
た
め
一
と
い
う
の
は
　
会
津
戊

辰
戦
争
の
時
に
晨
兵
か
編
成
さ
れ
て
■

，
訓
練

も
行
わ
れ
た
の
で
　
言
川
氏
は
そ
れ
が
強
一に
あ

っ
て
勇
――‐
な
俵
引
き
″
そ
う
見
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
が
　
そ
れ
は
兄
当
違
い
で
あ
る
　
こ
れ
は
訴

■
に
あ
る
迪
り

「市
神
法
楽
　
　
　
年
に

一
度

の
初
市
に
お
出
ま
し
に
な
っ
た
市
神
■
に
楽
し

ん
で
“
き
　
わ
慰
め
す
る
た
め
に
　
そ
の
神
前

で
行
わ
れ
る
行
事
　
神

，
で
あ
る

そ
れ
は
と
し
か
く
　
こ
の
優
引
き
は
本
町
と

原
町
と
に
分
か
れ
て
引
き
合
い
　
い
つ
も
は
原

町
か
勝

っ
て
い
た
が
石
川
栄
古
が
本
町
村
肝
煎

の
時
に
初
め
て
本
町
か
勝
ち
　
そ
し
て
玖
年
に

は
，

く
唐
■
に

「
一名
の
死
者
を
生
じ
た
り

一

と
述
べ
て
い
る
．

』
　

こ
の
　
名
の
死
者
は
本
町
の
人
■
が
　
右
の

Φ
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異
動
届
は
忘
れ
ず
に

３
月
　
１
月
は
退
職
や
就
職
　
転
助
そ
し
て

進
学
な
ど
異
動
の
多

い
季
節
で
す
．

こ
の
時
期
に
忘
れ
が
ち
な
の
が
　
国
民
健
康

保
険
や
国
民
年
金
の
異
動
届
で
す
．
こ
れ
ら
の

届
出
が
遅
れ
る
と
　
加
入
し
た
時
点
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
国
保
税
や
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
．
ま
た
　
医
療
の
給
付
や
各
種

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
．

次
の
場
合
に
は
　
お
早
日
に
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
．

Ｃ
転
入
ま
た
は
転
出
す
る
と
き

０
会
社
を
辞
め
た
と
き
　
ま
た
は
勤
め
た
と
き

０
配
偶
者
な
ど
の
扶
責
に
な

っ
た
と
き
、
ま
た

は
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

【問
い
Ａ
［わ
せ
先
】

国
民
健
康
保
険
　
健
康
福
祉
課
介
護
国
保
係

一

４５

‐

つ

ち

・
‐

４

国
民
年
金
　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
係

０
お
　
ツ
う
一１
５

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
１４
年
度
固
定
資
産
税
の
課
脱
標
準
と
な

る
価
格
を
登
録
し
た
日
ｔ
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
　
同
覧
は
無
料
で
す
か
　
本
人

や
家
族

（同
　
世
帯
一
以
外
の
方
は
委
任
状
が

必
要
Ｌ
な
り
ま
す

▼
閲
覧
期
間
及
び
時
間

３
月
１
日
―
“
日

（Ｌ
　
日
は
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

▼
閲
覧
場
所
　
町
役
場
税
務
課

【問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課
資
産
税
係
　
一
４５
‐
２
２
１
２

県
の
社
会
福
祉
事
務
所
と

保
健
所
が

一
緒
に
な
り
ま
す

県
で
は
　
保
健
と
福
祉
の
連
携
を
強
化
し

県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
Ｌ
を
図
る
た
め
　
１
月
１

日
か
ら
社
会
福
祉
事
務
所
と
保
催
所
を
統
合
し

新
た
に
保
健
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
ま
す

会
津
管
内
に
つ
い
て
は
　
こ
れ
ま
で
の
会
津

保
健
所
の
場
所
に
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
を
設

置
し
　
社
会
福
祉
　
保
健
　
医
療
及
び
衛
生
に

一

関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。
な
お
　
保
健
所
の

会
汗
坂
下
支
所
は
保
健
福
祉
事
務
所
の
支
所
と

し
て
　
こ
れ
ま
で
通
り
保
健
　
衛
生
に
関
す
る

業
務
を
行
い
ま
す
．

【問
い
合
わ
せ
先
】

県
医
務
福
祉
課

６
０
２
１
１
秘
Ｉ
Ｆ
２
１
９

農
業
円
免
説
軽
油
に
つ
い
て

免
税
軽
油
の
使
用
者
証
の
有
効
期
間
は
２
年

間
で
す
．
使
用
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
機
械

と
現
在
使
用
し
て
い
る
機
械
が
違
う
と
き
　
あ

る
い
は
円
畑
の
保
有
面
積
が
変
わ
っ
た
ル
き
は

変
更
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
．
ま
た
　
前

回
の
登
録
内
容
確
認
か
平
成
１２
年
２
月
１
日
以

前
の
方
は
　
機
械
や
農
地
面
積
に
変
更
が
な
い

と
き
で
も
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
．

変
更
及
び
更
新
手
続
き
に
は
　
町
及
び
農
業

委
員
会
の
証
明
が
必
要
に
な
り
ま
す
．

免
税
証
の
交
付
を
中
話
す
る
方
は
　
３
月
ド

旬
か
ら
農
■
業
を
始
め
る
前
ま
で
に
手
続
き
を

一●
っ
て
く
だ
さ
い
。

【問
い
合
わ
せ
先
】

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
県
税
第
２
課

一
〇
２
４
２
１
”
１
５

，
６
４

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を

最
近
　
企
業
や
官
公
庁
あ
て
に

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

一

名
を
語

っ
た
不
審
な
電
話
」
が
発
生
し
て
い
ま

す
．
電
話
は

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
広
報
部
」
な
ど
と
名
前

を
語
り

「
テ
レ
オ
ン
カ
ー
ド
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
送
る
の
で
２０
代
の
従
業
員
名
を
教
え
て

欲
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
す
．

Ｎ
Ｔ
Ｔ
束
日
本
で
は
　
お
客
様
の
名
前
を
電

話
で
聞
き
出
す
こ
と
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

こ
の
よ
う
な
電
話
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
．

も
し
　
こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
を
受
け
た
際

は
　
安
易
に
答
え
ず
相
手
の
名
前
や
連
絡
先
を

聞
い
て
か
ら
折
り
返
し
か
け
直
す
な
ど
　
個
人

情
報
の
流
失
を
防
ぐ
た
め
に
も
慎
重
に
対
応
し

て
く
だ
さ
い
．

【問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
鳥
支
店

６
１
２
４
１
枷
１
７
３
１
２

献血にご協力を
平成13年度最後の献llに なります.

ムなさんの温かいご協力をおlllい します.

実  ll色  日 1寺    「1 ス 場

3月 12日 (火 )
tl:30～ 10130 JA農機具センター

11:30--13:00 1権 会 津 技 lf

13:30～ 14150 に しあいう 福 社会

15:00-16:00 ジューキ全津
'レ

ジジ
='FI

3月 28日 {木 ) 9:30‐-16:00 町 役 t.

⑩
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⑫
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⑫
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■|五
十
嵐
政
雄
さん

〔宮
　
野
〕

つ
く
に
の
研
●
会

お
地
式

の
雪
か
ぶ
り

て
も
凛
と
ユ
ち

渡
部
　
　
米

凛

て
夫
根
嵐
が
仕
上
ぐ
ポ
痴

木

，

ツ

ル

エ

う

っ
す
ら
と
屋
根
に
雪
置
く
唐
な渡

訃
　
春
子

あt'

あなたの通味は
'

渓流釣りです.奥川専再でヤ

マメやイワナが釣れます。

自分を一言で表現するとしたら?

一つLTこ とに熱中するタイブ

で 周りが見えなくなるところ

があります.

最近感動したことは?

CATVで 歳の神の取材に来

|.んですけど 雨と雪のひどtl

天気の中での取材の取り組みと

富野のみんながまとまつて歳の

神ができたことに感動しました

次の方を紹介してください.

M Sさん m原 )

好
き
な
西
会
津
の
風
景

（場
所
）
は

，

新
村
線
か
ら
の
高
陽
山
の
眺
め

（奥
川
小
学
校
も
見
え
る
し
　
自
分
の
人

生
の
縮
図
み
た
い
な
景
色
で
す
）

睫
士
●
●
片
隕
に
Ｌ
ヽ
い
地
●
■
●
〓
て
ら

，―
■
し
た

■
０
‘
に
■
に
ｉ
め
■
●
お
■
ち

，
す
　
〓
●
■
に
―‐―‐―
■
を

合
わ
せ
て
お
り
ま
す

■
０
子
μ
の
に
は
■
■
の
震
■
の
■
に
し
凍
大
掟
■
凛
●

い
品
さ
れ
て
あ
●
■

Ｌ
〓
　
４
は
´
し
―‐
ほ
上
に
な
り
　
あ

り
し
頃
を
■
い
出

し
て
い
る
こ
の
嘔
で
す
■

大
，

哨
●
に
な
●
市
所
に
■
う

の
■
■
に
な
い
ま
し
た

０
朝
は
事
く
　
星
■
に
つ
す
く
言
が
ｔ
ヽ
っ
て
―，
ま
し
た
が

■
え
る
の
Ｌ
早
く
　
も
う
ヽ
の
ｔ
嗅
か
感
じ
ら
れ
ま
す

『自
分
の
体
を
知
り
、
そ
れ
に
合
っ
た
対
策
を
継
続
し
て
い
く

融
の
元
気
の
素

の
が
良

い
と
思

い
ま
す

一

今
月
は
　
下
野
尻

の
長
谷
川
誠
さ
ん
に

お
話
を
伺

い
ま
し
た
．

長
谷
川
さ
ん
は
年

１
回
の
職
場
検
診
で

職
場
の
中
で

一
番
健

康
だ
と
保
健
婦
さ
ん

に
人
鼓
判
を
も
ら

っ

て
い
る
そ
う
で
　
そ
ん
な
長
谷
川
さ
ん
に
水
平
足
路
み
と
い
う

健
康
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
．

水
平
足
踏
み
と
は
　
そ
の
場
で
足
踏
ム
を
す
る
こ
と
で
　
ひ

ぎ
を
地
面
と
本
■
に
な
る
よ
う
に
上
げ
る
の
か
ボ
イ
ン
ト
で

両
手
も
歩
く
時
と
同
じ
よ
う
に
し
っ
か
り
と
大
き
く
振
り
ま
す
．

は
じ
め
は
少
な
い
回
数
か
ら
　
少
し
ず
つ
増
や
し
て
１
日
３
０

０
回
行
う
の
が
理
想
と
い
う
こ
Ｌ
で
す
．

長
谷
川
さ
ん
は
　
こ
の
水
平
足
踏
み
を
３
年
間
つ
づ
け
て
い

て
　

，
は
毎
日
５
０
０
か
ら
６
０
０
回
ぐ
ら
い
や

っ
て
い
る
そ

う
で
す
．
そ
ん
な
長
谷
川
さ
ん
は

″
ア
ク
ン
デ
ン
ト
で
怪
我
を

し
た
の
を
き

っ
か
け
に
健
康
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
り
　
い

ろ
い
ろ
な
本
な
ど
を
読
ん
で
哉

っ
て
い
る
こ
Ｌ
を
試
し
て
み
ま

し
た
．
そ
の
中
で
腰
痛
と
不
整
脈
を
持

っ
て
い
る
自
分
に
合

っ

た
の
が
水
■
足
船
み
で
、
や
り
は
じ
め
て
３
カ
月
ぐ
ら
い
で
効

果
が
み
え
て
き
て
　
い
ま
ま
で
継
続
し
て
や

っ
て
い
ま
す
．
何

を
す
る
に
し
て
も
　
や
は
り
自
分
の
体
は
自
分
が

一
番
分
か
る

と
思
う
の
で
　
ま
ず
自
分
の
体
を
知
り
、
そ
れ
か
ら
何
が
合
う

の
か
対
策
を
考
え
て
、
継
続
し
て
や

っ
て
い
く
の
が
良
い
と
思

い
ま
す

″
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
．

長谷川誠さん (下野尻 )

物



◆まちの人口
2月 1日 現在

(前 月比〉

0総 数 9372人  -11人

男  4550人  -5人

女  4822人  -6人

0世帯数 3019世帯 -3世帯

4/7 31 24 21 ]フ 3/10 月日

き
た
か
た
診
療
所

県
立
喜
多
方
病
院

猪

俣

医

院

佐

原

病

院

入

澤

病

院

み

つ

は

し

医

院

有

隣

病

院

あ
き
も
と
整
形
外
科
ク
リ
〓
ツク

鳴

瀬

病

院

渡
辺
小
児
科
医
院

」ヽ

野

病

院

山
田
産
婦
人
科
医
院

県
立
喜
多
方
病
院

病
　
院
　
名

田
１
３
６
１
１

η
１
２
１
８
１

η
１
０
２
６
４

η
１
５
３
２
１

η
１

０
２
６
７

２

　

１

３

１

１

２４

　

５

０

２

１

２

　

１

５

１

５

２４

‐

３

３

３

３

η
１
３
１
３
３

η
１
０
４
１
４

η
１
６
３
０
０

22^
1 0

22
14
81
lV

電

話

番

号

休
日
当
番
医

歯
科
休
日
当
番
医

公
窪
管
０

（喜
多
方
管
内
）

今月の

心配ごと本目談日

`｀
日時  3月

'日
(木 )

27日 (水 ,

午11,叶―

●場所 と人憩の家

●電話 45-125,

◆◆3月 の納税等◆◆

○水道料金・下水道料金

納期限 3月 11日 (月 )

〇ケーブルテレビ使用料
納期限 3月 25日 (月 )

○国民年金 (3月分)

納期限 3月 26日 (火 )

今月の表紙高
齢
音
を
対
象
と
し
た
健
康
増
進
　
生
き
が

い
づ
く
り
の
た
め
　
香
川
県
寒
川
町
か
ら
指
導

者
４
名
を
招
い
て
人
極
拳
の
講
習
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
し
い
■
き
が
い
を
求
め
て
　
き

っ

そ
く
約
Ш
人
も
の
人
が
受
講
し
ま
し
た
．

編

集

後

記

私
が
広
報
を
担
当
す
る
よ
う
に
な

っ
て
も
う

す
ぐ
丸
３
年
を
迎
え
ま
す
が
　
編
集
後
記
を
書

く
の
は
ま
だ
３
回
日

（平
成
■
年
１
月
号
以
来
）

で
す
．

こ
の
３
年
の
間
に
３０
代
に
突
入
し
て
し
ま
い

最
近
で
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
パ
ワ
ー
が
哀
え
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
　
先

日
　
大
好
き
な
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ヤ
ン
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
行

っ
て
き
て
　
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
き
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
は
ど
う
や
っ
て
パ
ワ
ー
を
補

給
し
て
い
ま
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

広
報
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
、
並
び
に

情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

企
画
調
整
課
　
●
４５
‐
４
５
３
６

1月 受付分 〔敬称略〕

お誕生
おめでとう

前 日 連 亜  二劇
`恵

I甲

武 藤 玲 美  哲夫 艶玲

お 悔 や み 申 し上 げ ま す

安 
“

柴 崎

ミ ヨ (80)雅 ,サ 母 3‖丁カ

ヨシノ (80)輝 lL母 1町内

留 人 (87)帝 子 父 8口丁内

ヒ サ (84' 功  母 音 本

菊 次 (77)昇  父 「 野Ft

富 |セ (66)義 弘 去 L野

":
lc(80,喜 平 Ll柴 崎

トコr (82)作  り」 母  晰|四 HF

山 11

人 ,召

lll 木

'可

 ,嘔

性 藤

「 用

武 藤

小 椋

4,7 31 24 21 17 3110 月日

斎

藤
歯

科

一塩
川
町

み
ゆ
き
歯
科

〓菫
爺
ゴ

大

塚

歯

科

Ξ
書̈

〓

シ

ン
ド

ウ

一凶
科

（一菫

著
松
〓

一指
¨
垣
医
一凶
「ヽ
「
（会
を
坂
下
町
一

け

い
こ
歯
科

＾
一薯

絆

一

斉

藤

歯
科

，
Ｓ
岱

）

佐

野
歯
科

云
走
若
Ё

〓井

一早

〓凶

『科
　
（喜
多
方
市
）

佐
藤
（文
）歯
科

一^
窪
若
松
■

江
川

歯
科

晨
，

本
８

さ
と
う
歯
科

〓^
津
言
松
■

病
　
院
　
名

27^
0

72
74
11
lψ

22^
1 0

02
24
22
0V

21^
l o

〕2
:4
81
8V

22′、
1 0

12
34
62
3V

83^
1 0

32
14
02
0V

29^
1 0

02
54
52
0V

66^
1 0

22
34
42
lV

〈
０

２

４

２

〉

”
　
１
７
２
６

22^
0

12
54
61
3V

2'^
0

92
24
32
4V

56´、
1 0

22
14
12
8V

22^
1 0

82
14
42
8V

電

話

番

号

働


